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１. 計画の背景と目的 ２. 計画の構成と期間

• 第3次築上町総合計画は、以下の「基本構想」及び「基本計画」の

二層をもって構成されます。

○基本構想

○基本計画

• 基本構想で示されたまちづくりの基本的な方向性を踏まえ、その実

現に必要な施策を分野別に体系化し、各施策分野の現状と課題、

今後の主要な取組について示すものです。

【計画期間(前期)】令和９年（2027年）度から令和13年（2032年

度）度までの5年間

• 本町の目指すまちの将来像とその実現に向けた基本的な方向性を

示すものです。

【計画期間】令和９年（2027年）度から令和18年（2037年度）

度までの10年間

• 総合計画とは、本町の将来の行政需要やそれを踏まえたまちづくりの

方向性を住民と共有するとともに、これからの町政運営全般について

の指針となるもので、町の最上位計画として位置付けられます。

• 本町では、町制施行以来、第２次までの総合計画を策定し、 「“自

然と歴史・文化を育む” ―心と体の健康を求めた『豊かな生活の場』
づくり」などの将来像を掲げて、計画的な町政の運営と住民福祉の

向上に努めてきました。

• このような社会情勢の変化を踏まえながら、町の持続可能性の確保

と住民主体の取組への移行を軸に、様々な課題を克服し豊かな地

域づくりを進めることを目的とし、今後10年間の総合的なまちづくりの

指針となる「第3次築上町総合計画」を策定します。

令和

9年
令和

10年
令和

11年
令和

12年
令和

13年
令和

14年
令和

15年
令和

16年
令和

17年
令和

18年

基本構想（令和9～18年度）

前期基本計画

（令和9～13年度）
後期基本計画

（令和14～18年度）
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３. 他の計画との関連性

• 本町では、まち・ひと・しごと創生法に基づき第３期築上町まち・ひと・

しごと創生総合戦略を策定・推進していますが、計画行政の効率化

と地方創生の取組の一層の推進を図る観点から、第３次総合計画

と一体化させることとします。

• 第３次総合計画基本計画における「分野横断的プロジェクト」を「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」として位置付けることとします。

• その他、各分野の個別計画の具体的な取組については、「築上町総

合計画」に掲げるそれぞれの分野の施策と連動し取り組みます。

分野別計画

序論 第１章 計画策定にあたって
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＜他自治体総合計画事例 目次＞ ＜他自治体総合計画事例 （一部抜粋）＞

＜他自治体総合計画事例 全体像＞

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を総合計画に一体化するにあたり、基本計画において各分野の施策を横断する

プロジェクトとして位置づけ、各施策との関係を整理する見通しです。

他自治体の事例（イメージ）
別添１

総合戦略を溶け込み



１.社会動向

序論 第２章 現状と課題
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① くらし

国

県

町

第8次医療計画期間（2024年～2029年）の基本方針のもと、病院機能の
分化・連携を進め、救急・災害・感染症に強い医療提供体制の構築と在宅

医療・介護連携の拡大を図っています。併せて、地域医療構想に基づいて医
師・看護師等の確保や医療DXを推進し、限られた病床資源の適正配置と有
効活用を進める方針を示しています。

福岡県としては、国の基本方針を踏まえて第8次福岡県保健医療計画を策
定し、広域連携のもと、医療体制の強化に取り組んでいます。在宅療養と入

退院支援、多職種連携の体制整備を進めるとともに、医師・看護職等の人

材確保策や、救急搬送および医療情報の共有基盤の拡充（医療DX）の
取り組みを進めています。

築上町においては、人口1万人当たりの病床数が40床と低水準で、医療資

源の拡充に加え、既存病床の機能分化と有効活用の最適化が課題となって

います。また、県内他自治体と比べて65歳以上の単身世帯比率が高く、独

居高齢者に焦点を当てた在宅医療・見守り体制、入退院支援、生活支援
や地域包括ケアの強化などへの重点的な資源配分が求められています。

② まなび

③ しごと ④ あんしん

社会動向については、国や社会全体の動きに加え、本町の現状や課題を踏まえ、

まちづくりに直結する視点で整理する予定です。



１.社会動向

序論 第２章 現状と課題
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⑥ きばん⑤ まち



２. 築上町の現状
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序論 第２章 現状と課題

●本町の概要

• 本町は福岡県の東部、周防灘に位置し、北部は行橋市、東部は豊

前市、西部はみやこ町、南部は大分県中津市に接しています。町の

南は耶馬日田英彦山国定公園を含めた山間部が広がり、そこを源

とする多くの河川が北部の平野を潤し、周防灘に注いでいます。

• 北部を北西から南東にかけて国道10 号及び東九州自動車道（椎

田道路）が貫き、これらと交差して主要地方道や一般県道などが整

備され、北九州市・大分市などの地方中核都市と連絡しています。

また、北九州空港までは約20 キロメートル圏に位置しており、恵まれ

た立地条件にあります。

●人口推移

• 本町の人口は、昭和60(1985)年の25,706 人をピークに減少を続け

ており、令和２(2020)年には17,189 人となっています。

• 年齢区分別人口の推移をみると、老年人口は現在も増加が進んで

おり、令和２（2020）年の高齢化率は38.3％を占めるまで上昇し

ています。

• 一方で、生産年齢人口・年少人口の減少が著しく、町内の労働力

の不足、地域の担い手不足などの課題が懸念されます。

●本町の魅力

• 国定公園内に位置する牧の原キャンプ場周辺は福岡県森林浴百選

に選ばれています。また、国指定天然記念物である本庄の大楠を四

季折々の彩り豊かな自然に恵まれたまちです。

• 江戸時代から続く７つの神楽は豊前神楽として国の重要無形民俗

文化財に指定され、古代からの窯跡を残す船迫窯跡公園や、炭鉱

経営などにより繁栄した藏内家の住宅である旧藏内邸の庭園は、国

の史跡・名勝に指定されています。

• 本町は第１次産業が盛んで、物産館メタセの杜では地元で採れた

豊富な農水産物や加工品など旬の味を取り揃えており、地元の食と

自然の魅力・楽しさを満喫できるまちです。また、航空自衛隊築城基

地があり、毎年秋に開催される「航空祭」には全国から多くの方が訪

れています。
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２. 築上町の現状

序論 第２章 現状と課題
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出典：築上町HP「築上町人口ビジョン（令和７年度改訂版）」、国立社会保障人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口 令和５(2023)年推計」

●人口推移

• 本町の人口見通しは、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」）が推計している他、築上町人口ビジョンにて町独自推計を２パターン

実施しています。

• 本町の人口見通しは、令和２(2020)年には17,189 人となっており、人口ビジョンの町独自推計では令和32（2050）年に、パターンAで10,350人、

パターンBで9,722人などと見込んでおり、どの場合においても人口減少が継続していくものと見込まれます。



• 新たな総合戦略において、目標人口を明示せず、目標達成が見込まれる

場合に、新たな曲線を設定することを明記しているパターン

人口減少を前提とする国の方針転換や現実的な人口の将来展望の設定事例を踏まえ、次期計画に掲載する人

口の将来展望は、複雑な条件設定や非現実的な仮定値設定をするのではなく、現実的な推計を示す想定です。

国や他自治体の動向

（出典：「日本国はじまりの地 橿原」未来戦略（案））橿原市総合政策

審議会（令和7年11月4日）答申資料 ※現在策定中

10

• 国は「地方創生2.0基本構想」で、従来の人口減少を押しとどめる方針から人

口減少を前提に、人口規模が縮小しても社会・経済が機能する方針へ転換

しています

国の動向 自治体の動向

（出典：「地方創生2.0基本構想について」（一部赤線で加工）

              内閣官房新しい地方経済・生活環境創生本部事務局）

別添2



３. 住民アンケート調査結果
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序論 第２章 現状と課題

●調査概要

• 調査地域：築上町全域

• 調査対象：築上町在住の18歳以上の方2,000名を無作為抽出

• 調査方法：郵送による配布・回収 ※回収についてはインターネット回答の併用
• 調査期間：令和８年１月19日（月）～２月６日（金）

• 回収率：配布数 2,000件、回収数 626件、回収率 31.3%

●まちの住みやすさ ●まちの定住意向

１．住民アンケート
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全体(N＝626) 63.5 35.8

住みやす
い　計

住みにく
い　計

13.3 50.2 27.5 8.3 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい どちらかといえば、住みやすい

どちらかといえば、住みにくい 住みにくい

無回答

• まちの住みやすさについて、「住みやすい」（13.3％）と「どちらかといえ

ば、住みやすい」（50.2％）を合わせた『住みやすい』（63.5％）が

６割強を占めています。一方、「どちらかといえば、住みにくい」

（27.5％）と「住みにくい」（8.3％）を合わせた『住みにくい』

（35.8％）は３割半ばとなっています。

全体(N＝626) 62.7 16.8

町内で住
み続けた
い　計

町外に移
りたい
計

36.6 23.2 2.9 11.8 5.0 16.6 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同じ場所でずっと住みたい 同じ場所で当分の間住みたい

町内で転居したいと考えている 町外に移りたい

町外に移る予定がある どちらともいえない

無回答

• まちの定住意向について、「同じ場所でずっと住みたい」（36.6％）は

３割半ばとなっており、「同じ場所で当分の間住みたい」（23.2％）、

「町内で転居したいと考えている」（2.9％）と合わせた『町内で住み

続けたい』（62.7％）が６割強を占めています。一方、「町外に移り

たい」（11.8％）と「町外に移る予定がある」（5.0％）を合わせた

『町外に移りたい』（16.8％）は１割半ばとなっています。



３. 住民アンケート調査結果
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序論 第２章 現状と課題

●施策の重要度・満足度

• 総合計画内の施策のうち、改善ニーズの高い施策は「高齢者福祉」、

「都市環境整備」、「公共交通」、「農業」、「商工業」、「財政」となっ

ています

• 31施策全体の中で満足度の高い施策は「生涯学習・文化」、「保

健・医療」、「子育て支援」、「環境衛生」、「自然環境の保全と共

生」となっています。一方、満足度の低い施策は「公共交通」、「商工

業」、「財政」、「都市環境整備」、「観光」となっています。

• 31施策全体の中で重要度の高い施策は「保健・医療」、「財政」、

「防災・消防・救急」、「公共交通」、「子育て支援」となっています。

• また、満足度と重要度の相関分析をすると、＜満足度が低く、重要

度が高い＞最も改善ニーズの高い施策は「高齢者福祉」、「都市環

境整備」、「公共交通」、「農業」、「商工業」、「財政」となっています。

【満足度・重要度の加重平均による評価点の算出】
以下に示す計算式により、各施策項目への満足度と重要度の選択肢に得点を付け、加重平

均による評価点を算出しています。
■満足度：（「満足である」の件数×３＋「どちらでもない」の件数×２＋「不満であ

る」の件数×１）／回答総数から無回答を除いた数
■重要度：（「重要度 高」の件数×３＋「重要度 中」の件数×２＋「重要度 低」の

件数×１）／回答総数から無回答を除いた数
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３. 住民アンケート調査結果
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●まちの住みやすさ ●まちの定住意向

２．中高生アンケート

13

●調査概要

• 調査地域：築上町全域

• 調査対象：築上町在住の１８歳以下の若者世代（中学生、高校生、専門学生、就業者）を無作為抽出

• 調査方法：インターネット回答

• 調査期間：令和８年１月19日（月）～２月６日（金）

• 回収率：配布数 809件、回収数 298件、回収率 36.8%

• まちの住みやすさについて、「とても住みやすい」（１６.８%）と「まあ

まあ住みやすい」（56.0%）を合わせた『住みやすい』（７２.８%）

が、「あまり住みやすくない」（２０.１%）と「住みにくい」（７.

０%）を合わせた『住みにくい』（２７.２%）を大きく上回っています。

• １０年後も築上町に住んでいる、住んでいたいと思うかについては、

「住んでいたいが、住んでいないと思う」（３８.９%）と「住んでいた

いと思わないし、住んでいないと思う」（２５.５%）を合わせた『住ん

でいないと思う』（６４.４%）が多数となっています。まちに住み続け

たいという意向はあったとしても、進学や就職などで将来的に町を離れ

ることを想定している中高生が多いことがわかります。
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４. 第２次総合計画振り返り
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序論 第２章 現状と課題

●振り返り概要

• 第２次築上町総合計画では、６つの基本目標の下の各分野において、主要な取組方針を設定しています。本計画を策定するにあたり、第２次計

画における主要な取組方針の進捗状況と今後の方針を評価・検証し、集計しています。

●計画施策の進捗／成果

• 主要な取組方針ごとに、現状の取組状況及び成果・課題を整理し、

4段階（◎十分な成果 ○ある程度成果 △未成果・一部実施

中 ×検討中・未実施）で評価しました。

• 主要な取組方針の記載のうち、十分な成果が13.3%、ある程度成

果が65.6%、未成果・一部実施中が17.5% となっており、一定の成

果を上げている（◎〇）の割合は78.9%となります。

●次期総合計画に向けた方針

• 主要な取組方針ごとに、当該事業を継続して実施していくべきかを検

討した結果を4段階（◎拡大、〇継続、△見直し、×廃止）で評価

しました。

• 主要な取組方針の記載のうち、拡大が13.3%、継続が79.5%、見直

しが7.2%となっており、廃止の判断はありませんでした。
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◎ ○ △ ×

合計十分な
成果

ある程度
成果

未成果・
一部実施中

検討中・
未実施

取組数 22 109 29 6 166

割合 13.3% 65.6% 17.5% 3.6% 100.0%

◎ ○ △ ×
合計

拡大 継続 見直し 廃止

取組数 22 132 12 0 166

割合 13.3% 79.5% 7.2% 0.0% 100.0%



基本構想
骨子
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築上町の未来に向けたあるべき姿や進むべき方向性の指針とするため、まちの将来像を次のように定めます。

XXX。

将来像に込めた思い

１. 築上町の将来像（基本理念）

基本構想 第１章 町の目指す姿

16

まちの将来像

XXX



１.６つの基本目標

基本構想 第２章 まちづくりの方向性
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• 母子保健・子育て支援から健康維持、生活習慣病予防、介護予防、

そして医療・介護に至るまで、人生の各段階に寄り添う包括的な支

援を展開しています。

• 子どもを地域の宝として、すべての子どもと子育て家庭の育ちを地域の

みんなで支えることで、地域と保護者で負担と喜びを分け合っていきま

す。

• 高齢者や障がいのある方を含めた誰もが生きがいをもって活躍し、また、

住み慣れた地域で住み続けられるような、体制を整備します。

基本目標１ くらし

地域のつながりの中で、子どもを育み、自分らしく暮らし続けら
れるまち

築上町の将来像を実現するため、６つの基本目標を設定し、まちづくりを進めていきます。

• 安全・安心に暮らせるよう、防災・減災や危機管理体制の強化、老

朽インフラの更新・耐震化、防犯カメラ等の新技術の活用を進めます。

• 自助・共助・公助の連携を軸に、自治会等の地域コミュニティと連携

して、防災啓発や防災訓練、見守りや自主防災組織の活動を支援

し、地域ぐるみで生命と暮らしを守ります 。

• 基地という地域特性を踏まえ、住民の生活環境を最優先に、防音等

の基地関連事業を国等と連携して進めます。また、交流事業や観光

活用など、基地のあるまちならではの魅力創出・発信に取り組みます。

• 確かな学力の定着と学ぶ意欲の向上を目指し、授業の充実と家庭学習の支援

を進めます。また、児童生徒一人ひとりに応じた学びを充実させるため、地域と連

携した多様な体験をできる機会を設け、地域で支える教育体制を整えます。

• 子どもから高齢者まで誰もがスポーツや文化芸術に親しみ、参加し、生涯にわたっ

て学び続けられる環境づくりを推進します。新たな文化・芸術の創造を後押しする

とともに、学びの成果を発表・実践できる機会を確保します。また、生涯学習を通

じて、健全な成長と、人権尊重や相互の理解といった価値観の醸成を図ります。

• 地域の歴史・伝統・文化資源を守り活かし、見学・体験・発信の機会を整備しま

す。住民参加型の取組により、地元への誇りと愛着の醸成を図ります。

基本目標２ まなび

子どもから大人まで学び続けられる環境の中で、互いに認め合
い、地域への誇りを育てるまち

基本目標３

ともに支え、ともに守る。地域の絆と備えにより、しなやかで強
い安心のまち



基本構想 第２章 まちづくりの方向性
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• 住民・関係団体等と連携し、基盤整備、経営力強化、6次産業化

を総合的に推進し、地域が自立的に稼ぎ、地域経済を牽引する体

制の構築と、持続可能な地域経済の活性化を図ります。

• 地域資源を活用し、地域への愛着を通じて、地産地消の推進と地域

内での生産・消費の循環の強化や、地域ブランドの育成・発信を進め

ます。

• あわせて、企業誘致、創業支援を一体的に進め、新技術・デジタルの

活用による生産性向上を図り、雇用の場の創出とそれに伴う移住・

定住を促進します。

基本目標４ しごと

地域の資源と人の力を活かし、若者が活躍でき、稼ぎ・循環
する経済が根付くまち

• 住民・行政が一体となった「協働×共同」の体制のもと、住民が主体

的に意思決定し自ら担えることは自ら担い、行政はサポート役として自

立を後押しする仕組みを整え、地域全体で課題解決を行うまちの実

現を目指します。

• 限られた行政資源を効果的に活用するため、必須・得意分野への選

択と集中を進めるとともに、事業の見直しや公共施設の適正化、広

域連携等を進めます。また、 ICT・AI等による業務効率化を拡大し、

行政コストを抑えつつ人手不足を補完し、効率性と持続可能性を両

立した、先進例となる自治体を目指します。

• 地域資源の調和を基盤に、将来を見据えた持続可能なまちづくりを展開します。

人口減少やインフラ老朽化に対し、新技術を活用しながら、コンパクトな市街地形

成と生活拠点の機能強化を進め、生活環境の維持・高度化を実現します。

• また、道路ネットワークの整備・維持と公共交通の利便性向上により交流を促し、

快適で安心して暮らせる環境の維持・向上に努めます。

• 町の個性である「森・谷・川・海」の調和を守り育てるため、保全と活用のバランス

を重視し、誰もが安心して暮らせる環境づくりに取り組みます。また、ごみの発生抑

制、再利用・資源化の拡大などを徹底し、他分野連携による循環の仕組みを構

築します。

基本目標５ まち

豊かな自然と暮らしが調和し、コンパクトで住みやすいまち

基本目標６ きばん

開かれた行政と住民、地域の多様な主体が対話し、ともにつく
る持続可能なまち



豊かな自然と暮らしが調和し、コンパクトで住みや

すいまち

開かれた行政と住民、地域の多様な主体が対話し、

ともにつくる持続可能なまち

ともに支え、ともに守る。地域の絆と備えにより、し

なやかで強い安心のまち

地域の資源と人の力を活かし、若者が活躍でき、稼

ぎ・循環する経済が根付くまち

２.施策体系イメージ

基本構想 第２章 まちづくりの方向性
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地域のつながりの中で、子どもを育み、自分らしく

暮らし続けられるまち

子どもから大人まで学び続けられる環境の中で、

互いに認め合い、地域への誇りを育てるまち

【くらし】

【まなび】

【あんしん】

【しごと】

【まち】

【きばん】

都市基盤、上下水道、環境

住民参画・協働、行政経営、広域連携

暮らしの安全、基地との共生、地域自治・コミ

ュニティ

農林水産業、商工業、観光業

健康づくり、子育て、高齢者福祉、障がい者

福祉、地域福祉

教育、歴史・芸術文化、生涯学習・スポーツ、

人権・多様性の尊重

町の将来像

XXXXX

基本目標 取組範囲
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①検討軸と将来像案

①検討軸ごとに、それぞれの基本目標案も加味したまちの将来像案を検討しました。

まちの将来像案 検討軸 概要説明

1

豊かな自然と地域の絆を次世代
へ。住み続けたくなるまち

築上町

①住民愛着度向上

より築上町に誇りや愛着を持てるよう、地域のつながりの中で子どもを育み、学

びを通じて郷土への理解を深めるとともに、支え合いと安心の基盤を大切にし

ます。

また、豊かな自然や地域資源を生かした暮らしやすい環境づくりを進めることで、

「住みたい・住み続けたい」と感じられるまちを実現し、内外に築上町を好きな

人を増やしていきます。

まちの将来像案 検討軸 概要説明

2

幸福の好循環を築き、

誰もが自分らしく輝けるまち

築上町

②生活の質向上

×

幸福度

人口減少や社会環境の変化が進む中においても、暮らし・学び・仕事・安心の

各分野を横断的に高めることで、生活の質と幸福度の向上を図ります。

地域資源や人の力を生かした持続可能な経済循環と、誰もが自分らしく活

躍できる環境づくりを進めるとともに、行政と住民、多様な主体の連携により、

日々の暮らしの満足度（ウェルビーイング）を高めていきます。

まちの将来像案 検討軸 概要説明

３
豊かな自然と人のぬくもりの中で、
自分らしく輝けるまち

①×②

ミックス

豊かな自然と人のぬくもりに包まれた環境の中で、地域のつながりや学びを通

じて愛着と誇りを育みながら、誰もが自分らしく暮らし、活躍できるまちを目指し

ます。

また、支え合いによる安心の確保と、資源を生かした持続可能な経済・生活

環境の充実を図ることで、愛着と幸福度が相乗的に高まる、持続可能で魅力

ある築上町を実現します。

別添３
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